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1． 序論 

車両衝突を受ける防護柵は，上部構造だけではなく，基礎地盤部分が破壊に至るケースがある．防護柵の

基礎は土中埋め込みとなるケースも多く，地盤の状態が防護柵の性能に影響する．『防護柵の設置基準』では，

防護柵と地盤の力のつりあいから求められた必要な土量しか規定されていない．実車衝突実験についても，

種々の地盤状態を再現して行われることはなく，現在設置されている防護柵がどのような地盤においても，

その性能を充分に発揮できるかは分からない．本研究では，地盤の状態が防護柵性能に与える影響を検討す

るための有限要素モデルの開発を行った．なお，本研究には汎用プログラムLS-DYNA Ver.970を用いている． 

2. 作成した有限要素モデル 

 本研究では，文献 1)に記載されている実車衝突実験を想定したモデルの開発を行った．対象とした防護柵

は単スロープ型と言われるコンクリート製防護柵であり，その下部はアスファルト層，粒度調整砕石層を有

する地盤に直接埋め込まれている（図-１参照）．コンクリートは，Drucker-Pragar 降伏基準に従い，引張力に

対しては引張強度(カットオフ応力とする)に達した後は引張力を伝達しない材料モデルを設定し²⁾，一点積

分ソリッド要素とした．粒度調整砕石層および地盤についても，一点積分ソリッド要素で作成し，同様の材

料モデルを設定したが，引張強度はゼロとしてある．なお，アスファルト層は弾性体とした．これらの物性

値を表-1 に示しておく．また，粒度調整砕石層，アスファルト層および地盤のモデル化は，解析時間を節約

するために，防護柵が衝突を受けた場合，その影響が大きいと考えられる部分のみにし，その他の部分は文

献 3)のように地盤反力を弾性バネにより表現した．地盤底部は全方向の変位を拘束し，側面は重力方向以外

図-1 単スロープ型防護柵モデル (unit: mm) 
(b) 防護柵躯体 

上層：アスファルト層 

中層：粒度調整砕石層 

下層：地盤層 
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（c）鉄筋配置図 

図-2  載荷点および変位測定点 （載荷高さは GL より 900mm 上） 
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3. 静的載荷解析 

作成した地盤モデルが力

-1 の防護柵モデルに対して静的載荷解析を

を実験結果と比較した．解析結果として，図

おける荷重－変位曲線を図-3 に示す．荷重－

結果とほぼ一致し，防護柵挙動を良く再現で

る．よって，作成した地盤モデルは力学的に

が分かる．また，文献 3)の結果と比較すると

した地盤モデルの方が精度の良い解析が行え

4. まとめ  

本研究で作成し

ることが示された．今後はこの防護柵，地

ルを使用し，車両衝突解析を行う．さらに想

態を再現した種々の衝突解析を行い，解析結

とで，地盤状態が防護柵の性能に与える影響

の設置条件の問題点を明らかにする． 
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表-1 各材料の物性値 

ルト層 粒度調整砕石層 コンクリート D10 鉄筋 D13 鉄筋 

0⁵⁾ 2.00 2.35 7.85 7.85 

 50 － － － 

 5⁵⁾ 0.30 － － － 

1 6  17 0 ⁵⁾ 230⁶⁾ 8400 1 7000 000

 88.462 － － － 

 42.8 － － － 

 0 － － － 

 － 34.2 － － 

 － － 3  473.8 07.6 
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文献3)解析結果
地盤ソリッドモデル
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図-3 関係 荷重-変位
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